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求人広告を企画・発行する株式会社アイデム（東京都新宿区、代表取締役社長：椛山亮） http://www.aidem.co.jp の研究開発部門・人と仕事研究所は、

中小企業の経営者層を対象に、従業員の構成と人材の現状についてアンケート調査を行い、その結果を分析しました。以下、概要をご報告いたします。 

 

※調査結果の詳細は、人事・労務お役立ちサイト『Work-ium（ワーク・イウム）』   http://workium.aidem.co.jp/   で公開しています。   

 

【調査結果】 

■正社員の約 7 割が「30～60 歳未満」、一方で過剰感も。  …P3・6 

従業員の性別・世代別の構成比を聞き、平均したところ、正社員では男女ともに「30～45 歳未満」の層が約 4 割、「45～60 歳未満」の層

が約 3 割を占めました。また、「30 歳未満」は約 2 割、「60 歳以上」は約 1 割という数値になっており、中小企業では従業員の構成比におい

て世代間の差が大きくあることが明らかになりました。 

一方で、正社員の「30～45 歳未満」または「45～60 歳未満」の層については、過剰感を抱いている企業も多いようです。人材に「過剰な

層がある」と答えた企業の 7 割が、上記 2 つの世代のいずれかを「最も過剰な層」として回答していました。 【図 1 参照】 

 

■「人材不足」を感じている企業は全体の約 4 割、主な原因は「人件費の節減」。  …P4・5・7・8 

現在雇用している人材に対する不足感についての質問では、約 4 割が「どこかしらの層で不足感がある」と回答しました。特に「製造業」

「建設業」等、昨今の景気悪化の影響を大きく受けた企業では、約半数が人材不足を感じているようです。 

また、正社員において「最も不足している」と考える層については、男女ともに「30 歳未満」という回答が約 7 割を占めました。この層は実

際の構成比における割合が低く、「今後を担う若年層を充足させたい」という企業側の意向がうかがえます。 【図 2 参照】 

人材が不足している具体的な理由についても聞いたところ、多くの企業が「新たな人件費の発生を避けるため、募集をしていない」と回

答しました。採用段階でのミスマッチや採用後の定着以前に、人件費の節減が大きな問題となっているようです。 

 

■最も必要とする力は「専門知識・技術」、監督職以上の人材には「発想・提案・企画力」が不足。  …P12～16 

人材に求める能力について、一般社員・監督職層・管理職層・経営者層の職位別に質問をしました。人材に「必要な力」については、「特

定分野に通じた高度な専門的知識・技術」という回答がすべての職位において上位を占めました。この結果からは、各人に即戦力としての

活躍を期待する、従業員の少ない中小企業ならではの傾向がうかがえます。 

一方、現在雇用している人材に「不足している力」についても聞いたところ、一般社員においては「競争意識」「責任感」等、個人の意識

やモチベーションに関わる回答が目立ちました。監督職以上については、共通して「新しい発想や提案・企画をする能力」が挙げられました。 

【図 3 参照】 

 

現在、内定率の低下や就職難等、若年層や非正規社員の雇用問題が取り沙汰されていますが、実際には多くの企業が人材不足を感じ

ており、そのほとんどが人件費の節減を理由とする“欲しくても採れない”状況にあることが今回の調査を通じて明らかになりました。中小

企業においては、既に雇用している人材の力をいかに充足させるかが、当面軸足を置く課題となりそうです。 

 

    

アイデム 人と仕事研究所 

「中小企業の従業員構成に関するアンケート調査」を発表 

～約 4 割の企業に人材不足感、特に「30 歳未満」が不足するも“採れない”現状～ 

<お問 い合 わせ先 > 株 式 会 社 アイデム 広 報 室  担 当 ：佐 相 ・望 月  mai l：kouhous i tu@aidem.co. jp  
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＜アンケート調査概要＞ 

■調査方法：株式会社ボーダーズのモニターを利用した Web アンケート調査 

■調査期間：平成 22 年 12 月 13 日～12 月 17 日 

■回答企業：有効回答数は 909  （従業員規模 ◆1～5 人：67.7％ ◆6～50 人：26.5％ ◆51～300 人：5.8％） 

■調査項目：「就業している労働者の内訳」「企業が感じる人材の過不足感」「正社員が就いている職位」「職位別に必要な力・不足な力」 

 

【図 1】                                       

 
 

【図 2】 

 
 

【図 3】

 
 

＜人と仕事研究所（http://apj.aidem.co.jp/） 概要 ＞ 

中小企業の「人」に関する課題解決支援を行なっています。 

◆人材育成事業／各種セミナー、マナートレーニング、講師派遣（オリジナル研修） 

◆調査・情報サービス事業／オリジナル調査資料の定期発行、人事・労務管理情報誌の編集・発行、 

会員専用サイト「Work-ium（ワーク・イウム）」の運営（ http://workium.aidem.co.jp/） 

 

必要な力（上位3項目）

1
特定分野に通じた

高度な専門的知識・技術
34.9% 後輩や部下を 指導・育成する こと 31.4%

特定分野に通じた

高度な専門的知識・技術
26.2%

特定分野に通じた

高度な専門的知識・技術

2 基本的なコミュニケーショ ン能力 34.3%
特定分野に通じた

高度な専門的知識・技術
28.6% 組織や人を管理・統括すること 22.5% 危機管理能力

3
業務遂行に必要な

基礎的な知識・技術
30.2%

組織においてリーダーシップを 発揮する

こと
22.5% 後輩や部下を 指導・育成する こと 19.6%

事業・業務推進に必要な

決断力・判断力
20.2%

不足な力（上位3項目）

1 競争意識 17.3% 後輩や部下を 指導・育成する こと 22.1% 新しい発想や提案・企画をする能力 19.3% 危機管理能力 19.8%

2
特定分野に通じた

高度な専門的知識・技術
新しい発想や提案・企画を する 能力 17.4% 危機管理能力 17.8% 心身のスタミナ 18.8%

3 自己啓発意欲 責任感 16.3%

後輩や部下を 指導・育成する こと

組織においてリーダーシップを発揮する

こと

14.7% 新しい発想や提案・企画を する 能力 16.0%

（）内は実数

16.9%

一般社員（699） 監督職層（472） 管理職層（530） 経営者層（669）

25.1%

一般社員（550） 監督職層（172） 管理職層（259） 経営者層（469）
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